
 
■2009年3月のマンスリーNEWS 　　

　 
　 世の中、どこもかしも不況・不況と言われ、あち
こちの企業から悲鳴が聞こえます。私達、飲料オペレ
ーターも例外ではありません。景気の影響を受けにく
い業種と言われていましたが、今回はそうでもなさそ
うです。昨年の7月に タバコの自販機にタスポが導入
されてから、タバコ店の自販機の売上げが厳し くな
っているのに、加え更に今回の不況で企業関係に入っ
ている自販機の売上げもダウンしてきました。特に製
造業関連の自販機はとても厳しい売上です。 

　 そして3月のこの天候（雨ばかり）が追い討ちをか
けます。 　しか～し！！
　
　 ダメダメと言っていても、道が開けてくるわけで
はありません。外部環境に左右されることなく、将来
のために今私達がやらなければならないことをしっか
り捉え行動していくだけです。
　
　 私達が今現在やらなければならないのは、春・夏
バージョンの自販機の商品構成を変えていくことで
す。正直、今はどちらかと言うとホットのほうが売れ
ています。しかし、天候が良くなり暑くなったとたん
売れ筋商品がいっきに変 わってきます。そのための
準備を大至急行っているところです。
　
　 今年のダイドーは価格戦略に出たようです。現在
ウルトラサイダー（売価 100円）は非常に売れていま
す。このあと、ゼロスリムコーラ500mlペット （売価
130円）、朝摘み茶450mlペット（売価130円）、ミル
クコーヒー450mlペット（売価140円）と立て続けに
安い商品が出てきます。
　
　 私達はこれら新商品をしっかりセットし、春夏バ
ージョンの自販機をしっかり作っていかなければなら
ないというのが、現状の仕事となります。
　
　 今は外部環境に左右される事なく、今やらなけれ
ばならない事をしっかりやっていくという事なのでは
ないかと思っております。

1室ホットの自販機セット
*黒枠がホットになります。
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1位　ダイドーブレンドコーヒー １位　ボス贅沢微糖

２位　デミタスコーヒー ２位　ボスレインボーマウンテン

３位　Ｍコーヒー樽 ３位　ﾎｯﾄ伊右衛門275ﾎﾞﾄﾙ缶

４位　朝摘み２９０ボトル缶 ４位　ボスプレミアムクリア

５位　Ti-Haミルクティー ５位　ボスカフェオレ

＊1月と同じでまだコーヒーが主体ですね。

ゴミ投資家のための人生設計「借金編」より

　今月号と来月号の2回にわたって、この大切な情報を皆様に差し上げます。皆さんが常日頃から
当たり前に思っている常識が実はとても非合理であることに気づいてもらいたいからです。アーク
ルマンスリーのコラムでたびたび紹介する、橘玲さ の本があります。その本のシリーズで「ゴミ
投資家シリーズ」があるのですが、今回はその一部を抜粋して紹介したいと思い ます。
　当社では、現在自販機管理のルートスタッフの中に社員でなく、”請負”の方が4名います。彼ら
は今回紹介するサラリーマン法人化を地でいっています。私自身、これは企業と個人がまさに
WIN-WINとなる素晴らしいシステムだと思っています。さてどういうことなのでしょうか？サラ
リーマンの税制という観点から見てみましょう。

　サラリーマンは恵まれているが、やっぱり「奴隷」である

　「自営業者や医師・農家・風俗・パチンコ店経営者などは好き勝手に所得をごまかして税金を払
わずにいい思いをしてい るくせに、サラリーマンは源泉徴収で100％所得を補足されて不公平だ」
と一般に広く信じられています。俗に言う「クロ ヨン」や「トーゴサンピン」ですが、しかし、
この認識は正確ではありません。サラリーマンは所得を補足される見返りとして、多額の給与所得
控除を認められているからです。
サラリーマンの「給与所得控除」は、以下のように日本国が決めています。

給与収入 給与所得控除

162万5,000円以下 65万円

162万5,000円超180万円以下 収入×40％

180万円超360万円以下 収入×30％＋18万円

360万円超660万円以下 収入×20％＋54万円

660万円超1,000万円以下 収入×10％＋120万円

1,000万円超 収入×5％＋170万円

　
　 たとえば年収800万円のサラリーマンの場合、「660万円超1,000万円以下」のカテゴリーに該当
しますから、200万円が給与所得控除として認められることになります（800万円×10％＋120万
円）。この200万円の経費（1カ月当たり 約17万円）が、サラリーマンとして仕事を遂行するため
に自腹を切って支払っているであろう金額だと、国がみなしているということです。 
　
　 ところでちょっと考えればわかるように、サラリーマンとしてふつうに仕事をしていくため
に、年間200万円（月17万 円）もの経費は必要ありません。日本の会社はとかく面倒見がいいの
で、交通費はもちろん、社宅や住宅補助、福利厚生用のリゾートマンションや野球グラウンド、英
会話学校などの研修費用やMBA取得のための留学費用まで支払ってくれます（さすがに最近はず
いぶんシブくなってきましたが）。サラリーマンが個人で支払わなければいけない費用としては、
スーツ代とワイシャツのクリーニング代くらいしか思いつかない、という人も多いでしょう。サラ
リーマンというのは、その実態に比べて、はるかに多額の経費を国から認められているのです。 
　
　 ここから、サラリーマンは自営業者に比べて優遇されている。という、思わぬ事実が明らかに
なります。サラリーマンがこのような過大な経費を認められていることについては、税の専門家の
間でも、さまざまな意見があります。 
ひとつは、「サラリーマンは源泉徴収で100％所得を捕捉されるのだから、ちょっとは割引いてや



らないと、自営業者などと比べて不利になる。自営業者が所得の4割をごまかしているのなら、サ
ラリーマンだって3割くらいまけてやらないと文句が出てうるさい」という、身も蓋もない（でも
説得力のある）理屈です。なんと言っても、手間もコストもかけずに税金を払ってくれるサラリー
マンは税務当局にとっていちばんの上客ですから、多少はご機嫌をとってあげないと都合が悪いの
です。 

　 ところが、この屁理屈を自営業者の立場から見ると、「サラリーマンが3割ごまかせるのに、自
分だけ正直に申告するのはバカバカしい」ということになります。実際、税理士の中にはこのよう
な理論武装で自営業者の“節税”を正当化する人もいますから、話はややこしくなります。いわば、
「自営業者被害者説」です。 

　 もうひとつは、「サラリーマンは手に職をもっているわけではないから、急に会社がつぶれた
りリストラされたりしたら可哀想だ。だったら、その日に備えて貯金できるように、ちょっとは多
めに経費を見てやろう」という解釈です。しかしこれは、自営業者から即座に、「電話一本で、
『悪いけど、来月からお宅に出す仕事はないよ』と言われるかもしれないオレたちの立場はどうな
る！」という反論が出そうです。 

　 そこでもっとも納得のいくのが、「サラリーマンは源泉徴収と年末調整で“税の奴隷”と化して
いるから、奴隷の報酬として、ちょっとしたご褒美をもらっている」という説明です。ジャーナリ
スト斎藤貴男氏の『サラリーマン税制に異議あり！』 （NTT出版）は、こうした視点から日本社
会の矛盾を暴いた好著です。 

　 斎藤氏によれば、給与からの源泉徴収を行なっている国は日本以外にも多いものの、サラリー
マンの経費を給与所得控除で一律に決め、源泉徴収額（税の仮払い）と実際の所得税額との差額を
雇用主（企業）による年末調整で済ませてしまう制度は日本独自のものだということです。サラリ
ーマン税制の最大の問題は、一般に思われているように源泉徴収ではなく、給与所得控除と年末調
整にある、というのが斎藤氏の分析です。 

　 源泉徴収制度は太平洋戦争遂行のための戦時税制として考案され、戦後の混乱期に遅滞なく徴
税するための緊急措置として、各企業（雇用主）に徴税実務を代行させる年末調整が導入されて、
現在の「サラリーマン税制」が完成しました。その 結果 、企業は税務署から1円ももらえないにも
かかわらず、国家の召使い（税務署の出張所）として従業員の税額を計算し、税金を徴収（給料か
ら天引き）したうえで、お上に上納しなくてはなりません。大手企業になると、11月半ばから1カ
月 以上も経理セクションが年末調整に忙殺され、多大なコストを負担させられることになりま
す。

　 一方のサラリーマンは、年末調整にともなう各種控除を受けるために、雇用主である企業の経
理部に世帯構成や配偶者の所得まで知られてしまうことになります。これでは、プライバシーもな
にもあったものではありません。
本来、従業員の配偶者の有無やその年齢、扶養者との関係、家族構成その他を会社が知る権利はあ
りません。配偶者が外国人だったり、子どもが障害者だったり、他人には知られたくないこともい
ろいろあるでしょう。とりわけ日本企業の場合、そうした「特殊な」家庭事情がネガティヴに評価
され、差別 的な扱いを受けることが頻繁に起こります。しかし年末調整 がある限り、サラリーマ
ンが個人のプライバシーを守ろうとすると、各種控除をあきらめて、独身者として書類を提出する
しか方法がありません。

　 私たちサラリーマンは、たんなる税の仮払いにすぎない源泉徴収制度ではなく、給与所得控除
と引き換えに私たちのプライバシーを公然と侵害し、国家や企業が土足で家庭に踏み込んでくる年
末調整制度にこそ、怒りの声をあげねばなりません。 「税金が安くなる」とほくほくしながら年
末調整の書類に記入するのは、奴隷根性そのものなわけです。

　 個人として自立するためには、まず、自分自身のプライバシーを守ることから始めなくてはな
りません。そのためには、少なくとも、サラリーマンが会社を通さずに、自分の所得と経費を自分
で申告することが最低限の条件になります。現在の税制において、サラリーマンは自分のプライバ
シーすら守れないただの奴隷ですが、『サラリーマン税制に異議あ り！』では、こうした不合理
な制度にドンキホーテのごとく戦いを挑んだふたりの人物が紹介されています。
　ひとりは、銀座の老舗レストランを経営していたI社長（故人）で、1950年秋から1951年10月ま
での12回にわたり、 合計464万3,000円余の所得税を従業員から源泉徴収しなかったとして、所得税
法違反で起訴されました。このI社長は、千葉県の田舎の金物屋の丁稚奉公から身を起こし、後に



「銀座百店会」を結成して長年理事長を務めた立志伝中の人物で、「源泉徴収は憲法違反である」
との信念から、国家に反旗を翻したのです。
　I社長の主張は、明解でした。

1)憲法では、納税義務は国民一人ひとりが負うと規定されているのに、現在の税制は企業に納税義
務を負わせている。これは明らかに憲法の規定に反している。

2)そのうえ税務署は、企業を徴税実務の出張所代わりに使いながら、一銭の報酬も支払おうとしな
い。これではまるで奴隷扱いで、憲法18条の「国民はいかなる奴隷的拘束も受けることはない」と
いう規定に反している。
　
　 要するにI社長は、「日本国ではサラリーマンも奴隷だし、国家に無償奉仕を強要されている企
業も奴隷だ」と訴えたわけです。
　しかし、それに対して最高裁は、「たしかに納税義務は国民が負うわけだけど、源泉徴収でサラ
リーマンだってラクチンな思いをしてるんだから、会社に徴税を代行させたってべつに構わないん
じゃないの。それで誰も文句いわないし、ものごとが丸く収まってるんだから、理屈っぽいこと言
うのは勘弁してよ（大意）」
として、I社長の上告を棄却してしまいます。しかし、「税務署はなぜ1銭の報酬も支払わないの
か」という訴えには苦慮したようで、結局、「会社は月末25日に集めた税金を、翌月10日目までに
国に収めればいいということになっているんだから、その15日の間、運転資金に回そうが利殖に当
てようが好きに使えるでしょ。それを国から受取る報酬だと思いなさい（大意）」という無茶苦茶
な理屈で切り抜けることになりました。
ところで、税の実務家の間では、「日本の企業はただで税務署の手伝いをするかわりに、法人税を
まけてもらっている」というのが常識になっています。さすがに最高裁はそのことを認めませんで
したが、日本の税務署と企業というのは、「 ちょっとくらいの脱税なら目をつぶってやるから、
そのかわりオレの仕事をタダでやってよ」という関係だったのです。 　

　 もうひとりの偉大なるドンキホーテは、同志社大学商学部教授の大島正氏（故人）で、1966年8
月、京都市左京税務署長を相手取り、「前年度に38万7,000円の必要経費がかかったにもかかわら
ず、13万5,000円の給与所得控除しか認められないのは違法である」として、たったひとりで裁判
を起こします。
大島教授は、仮に全面勝訴したとしても25万円程度が還付されるにすぎないこの訴訟に1,000万円
近い私財を投じ、一、 二審敗訴の後に亡くなりました。訴訟はその後、遺族に引継がれ、提訴か
ら18年7カ月後の1985年3月、最高裁で上告を棄却されます。
　
　 大島教授の訴訟は、当初は「サラリーマンにも必要経費を認めるべきだ」というものでした
が、長い裁判の中で、「経費を実額で算定せず、給与所得控除として、国が一方的に決めるのはお
かしいじゃないか」という、より本質的な問いへと深化していきました。たんなる「税金をまけ
ろ」という訴えではなく、「サラリーマンにも、自分の所得を正しく申告する権利がある」とい
う、実に真っ当な主張です。
　
　 ところが、斎藤氏も指摘しているように、この大島訴訟のほんとうの意味を、日本のマスメデ
ィアはほとんど理解できませんでした。しかしさすがに最高裁は、大島氏の訴えの重要性を把握し
ていたようです。その結果 、「たしかにあなたが言うことはもっともな部分もある。サラリーマ
ンにだって、自分の所得を自分で申告する権利がないとは言えない。しかし そうは言っても、現
実は、大半のサラリーマンが実額以上の経費を認められておいしい思いをしてるんだからそれでい
いじ ゃないか（大意）」との苦しい屁理屈を展開するしかなかったのです。

　 「サラリーマン税制」をこのように理解すれば、いま求められているのは、第三のドンキホー
テの登場だと思われます。 

1)サラリーマンにも所得を申告する権利を認めろ（少なくとも、年末調整と自己申告との選択を認
めるべきだ）。
2)「年末調整」の名を借りて、雇用主が従業員のプライベートな情報を収集できる制度はおかし
い。
3)税務署は企業を徴税機関として勝手に使うな。
の３点を前面に押し出して訴訟を起こせば、サラリーマンからも経営者からも大きな支持が集まる
のではないでしょうか？　

   



　 私たちは根性がないので、とても自分では長期の裁判闘争なんてできませんが、もしどなたか
がドンキホーテになられるのなら、裁判資金のカンパも含め、支援を惜しまないことをお約束いた
します。 
　
　 皆さん、現状のサラリーマン税制お分かりいただけたでしょうか？来月号ではいよいよ核心に
せまってまいります。 来月号では現在の「酷税感」の正体とは？そしてサラリーマン法人化と
は？という内容に踏み込んでいきます。 　お楽しみに。

  

 大繁盛のフランス料理店

　今回紹介するのは、私の住いのすぐ近所のフラン
ス料理店です。近所なのでよく店前を通るのですが、
昼夜ともいつも混んでいます。個人的に、とても興味
があったのですが、なかなか訪問する機会がなかった
のですが、今回やっと行くことが出来ました。
　どうやら、事前予約が必要なくらい混みあっている
ようで、訪問した時も満席でした。今回は昼のランチ
タイムの訪問です。
　

　 早速今回のランチメニューのご紹介をしましょ
う。基本的にコースメニューになり、 2500円と3500
円の選択になります。私が選択したのは2500円のコー
スでスープ・前菜・メイン料理・デザート（コーヒー
付き）となります。

 

ジャガイモのポタージュ
山百合ポークのテリーヌ（前
菜）

　尾長ダイの塩釡焼き
（切り分けられた状態・焼く時は1匹
丸 ごとです。） 

　料理はとにかく美味しかったです。とても工夫してあるな
～！というのが、よくわかります。店内の大きさは15名が入
れば一杯になってしまうような大きさです。家具も北欧のデ
ザイナー家具で統一され、オーナーのセンスが伺えます。 
　
　 金額的にB級グルメではないかもしれませんが、この店の
雰囲気と料理ならばかなりのお得感があります。 

　皆さんも是非一度行ってみてください。 
（予約は必要だと思います。） 

苺のデザート（ソースはハッカク
のソースです。 どうりで中華っぽ
い味が・・）

　店の裏手にはデリ（惣菜）の店がつい最近オープ
ンしました。気軽にテイクアウトで、店の味が楽しめ



ます。 
　
　 このような店は青山や代官山などではよく見かけ
ますが、まさか小田原で成り立つとは思いませんでし
た。これも、レスト ランのほうが繁盛しているか
ら、なせるわざなのでしょう。 

店名 la MATIERE (ラ・マティエール) 
住所 小田原市城山4-1-11 
tel 　0465-24-5512 

 

ただいまブログは8名が更新中です。

・所長のブログ（小田原Ｈ所長）

・チーフの給湯室（小田原Ｍチーフ）

・情報最前線（海老名Ｋ所長）

・促進課・ほしやんの鼻からうどんいれたろか

・促進課オヨヨ

・販促課オオクワ80mm

・産地直送！新鮮ネタ（海老名Ｎチーフ）　

・古本おやじの独り言（98キロの人面冷凍マグロ）

 

今月は以上です。又、来月号も宜しくお願いします。
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2009.02 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2009.01 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

 
■マンスリーＮＥＷＳアーカイブ

最新 マンスリーＮＥＷＳトップページ

2008年度 ２００８年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2007年度 ２００７年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2006年度 ２００６年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2005年度 ２００５年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2004年度 ２００４年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

http://www.arcru.com/report200902.html
http://www.arcru.com/report200901.html
http://www.arcru.com/report.html
http://www.arcru.com/report2008archive.html
http://www.arcru.com/report2007archive.html
http://www.arcru.com/report2006archive.html
http://www.arcru.com/report2005archive.html
http://www.arcru.com/report2004archive.html


番外編 マンスリーレポート番外編

   
  

http://www.arcru.com/reportbangai.html

